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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

件数内訳 平成24年7月末 前年比
総件数 299件 ＋9件
　人身事故
（うち高齢者）

43件
（16）

＋8件
（＋3）

　　死　者
（うち高齢者）

1人
（0）

－ 2人
（－3）

　　傷　者 53人 ＋ 10人
　物損事故 256件 ＋1件編

集
後
記 8月の納税

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

６月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ７月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,277人 10 14 －4 22 23 －1 12,272人 －5人
女 13,477人 6 17 －11 14 34 －20 13,446人 －31人
合　計 25,754人 16 31 －15 36 57 －21 25,718人 －36人
世帯数 8,197世帯 8,128帯 －69世帯

人口の動き

　

７
月
末
か
ら
記
録
的

な
猛
暑
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
ま
め
に
水
分
を

補
給
し
て
熱
中
症
に
な

ら
な
い
よ
う
、
体
調
管

理
に
は
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
は
「
勝
ち
山
夏

物
語
」
の
ま
さ
に
本
番
。

今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
が
、
特
に
14
日
に
は

今
回
で
11
回
目
と
な
る

「
か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ

2
0
1
2
」
と
「
納
涼

花
火
大
会
2
0
1
2
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
暑
い

夏
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い

イ
ベ
ン
ト
に
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「喜んでいただける写真を」
　元町２丁目で写真館を経営する笠松さんは、第６
回日本写真館賞コンテストの「営業写真の部」で優
秀賞を受賞し、４年連続入賞を果たしました。
　優秀賞は大賞、準大賞に次ぐ賞で、「営業写真の部」
に寄せられた400点以上の応募作品の中から選ばれま
した。ちなみに、３年前の第3回コンテストでも優秀
賞を受賞されています。
　今回の作品は「夏の少女たち」で、４人の少女そ
れぞれの愛くるしく、屈託のない表情がとても素敵
な作品です。
　笠松さんは「これからも人物を中心として、お客
さんに喜んでいただける写真を撮っていきたいで
す。」と抱負を語られました。

笠松　丈
たけお

夫さん（43） 
＝元町２丁目＝

日本写真館賞コンテスト4年連続入賞！

市・県民税▶第２期
納  期  限▶８月31日（金）
口 座 振 替▶８月27日（月）

笠松さんと作品集。下の写真が優秀
賞受賞作「夏の少女たち」で、後方
の写真は過去の入賞作品です。
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県
内
に
４
つ
あ
る
二
次
医
療
圏

の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
入
院
患
者
の
流
出
が
大
き
い

奥
越
地
域
が
福
井
・
坂
井
地
域
に

統
合
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
現
状

か
ら
（
広
報
か
つ
や
ま
７
月
号
参

照
）、
山
岸
市
長
は
「
も
し
統
合

さ
れ
て
し
ま
う
と
、
医
療
圏
内
で

分
娩
施
設
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
、
奥
越
で
の
分
娩
再
開
は
よ

り
一
層
難
し
く
な
る
」
と
話
し
、

勝
山
市
医
師
会
の
若
林
会
長
は

「
統
合
が
行
わ
れ
る
と
、
病
床
数

が
地
方
か
ら
都
市
部
に
流
れ
る
な

ど
、
都
市
部
に
有
利
に
働
く
。
ま

た
、
医
師
数
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
体

制
が
最
も
ぜ
い
弱
な
地
域
で
あ
る

と
い
う
奥
越
の
医
療
課
題
が
隠
さ

れ
て
し
ま
う
」
と
危
機
感
を
募
ら

せ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
初
診
か
ら
圏
外
の
大

病
院
に
か
か
る
場
合
が
多
く
、
そ

れ
が
患
者
流
出
の
一
因
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
地
元
の

か
か
り
つ
け
医
で
診
て
も
ら
い
、

入
院
な
ど
が
必
要
な
場
合
に
は
、

拠
点
病
院
の
社
会
保
険
病
院
に
か

か
る
な
ど
、「
奥
越
地
域
で
完
結

す
る
受
診
行
動
が
大
切
で
あ
る
」

と
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
参
加
者
に
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

社
会
保
険
病
院
の
藤
田
副
院
長

は
、
社
会
保
険
病
院
の
利
用
状
況

な
ど
を
説
明
し
、「
医
師
を
確
保

し
、
大
規
模
病
院
や
か
か
り
つ
け

医
と
の
連
携
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

竹
島
氏
は
討
論
の
中
で
、
自
身

の
体
験
談
か
ら
社
会
保
険
病
院
の

必
要
性
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

■
竹
島
氏
の
話

　

高
校
卒
業
後
、
京
都
に
30
年

移
り
住
み
、
そ
の
後
、
両
親
の
待

つ
勝
山
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
20
年
の
間
に
夫
は
２
度
、
病
院

で
命
を
救
わ
れ
ま
し
た
。
夜
中
に

激
し
い
腹
痛
に
襲
わ
れ
た
と
き
、

夜
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
ス

タ
ッ
フ
が
駆
け
つ
け
、
昼
間
同
然

の
よ
う
な
緊
急
体
勢
で
処
置
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
都
会
に
い
た

ら
、
こ
う
は
い
か
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

も
し
社
会
保
険
病
院
が
無
く

な
っ
た
ら
、
こ
の
町
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
か
。
過
疎
化
が

ま
す
ま
す
進
ん
で
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

患
者
が
少
な
く
、
採
算
が
取

れ
な
け
れ
ば
、
奥
越
に
病
院
は
不

要
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

病
院
を
残
す
た
め
に
も
、
地
元
の

病
院
に
か
か
り
、
患
者
の
流
出
を

防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社

会
保
険
病
院
は
、
私
た
ち
や
子
、

テーマ
　『勝山市の医療の現状と

今後について』

■コーディネーター
　中村　伸一 氏

■パネリスト
　若林　正三郎 氏

（勝山市医師会会長）
　藤田　学 氏
（福井社会保険病院副院長）

　竹島　多恵子 氏 （市民代表）
　山岸　正裕 氏 （勝山市長） 

パネルディスカッション

孫
た
ち
が
勝
山
で
生
き
て
い
く
た

め
の
最
低
の
保
障
な
の
で
す
。

い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な

「
親
」
と
「
病
院
」

■
ま
と
め
（
中
村
氏
の
話
）

　

電
力
不
足
に
な
っ
た
場
合
、
私

た
ち
は
、
電
力
会
社
に
「
も
っ
と

電
気
を
つ
く
れ
」
と
文
句
を
言
う

よ
り
、
進
ん
で
節
電
に
心
が
け
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
医
師
不
足
に
な
っ
た
場

合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。た
だ「
医

者
を
増
や
し
て
く
れ
」
と
病
院
に

文
句
を
言
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
よ
り
も
、
病
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
地
域
で
医
師
を
育

て
る
こ
と
、
ま
た
受
診
行
動
を
自

ら
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
ね
。
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地元でかかりつけ医を持とう！
～在宅診療のすすめ～

　７月21日、奥越地域地場産業振興センターにおいて、地域医
療推進シンポジウムを開催しました。市民など約300人が参加
し、おおい町国保名田庄診療所の中村 伸一所長の講演や、医療
関係者などによるパネルディスカッションが行われました。
　中村氏は講演の中で、「在宅での治療によって患者にとって
素敵な最期を迎えることができた」という症例をいくつか紹介
し、在宅診療の大切さを語りました。

「
病
院
信
仰
」
の
患
者

　

私
が
名
田
庄
診
療
所
（
以
下
、

診
療
所
）
に
赴
任
し
た
ば
か
り
の

こ
ろ
は
、
患
者
は
診
療
所
よ
り
遠

い
と
こ
ろ
の
「
病
院
」
で
診
て
も

ら
う
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　

心
臓
病
の
薬
を
処
方
す
る
こ
と

が
あ
り
、
病
院
で
出
す
薬
も
診
療

所
で
出
す
薬
も
同
じ
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
患
者
は
わ
ざ

わ
ざ
車
で
25
分
か
か
る
公
立
小
浜

病
院
ま
で
取
り
に
行
っ
た
の
で

す
。

医
療
と
介
護
が
連
携
し
て
い
れ
ば

　

私
が
診
て
き
た
患
者
の
中
で
、

こ
ん
な
老
夫
婦
が
い
ま
し
た
。

　

夫
が
小
浜
病
院
に
入
院
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
き
、
妻
一
人
を
家

に
残
し
て
は
お
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
妻
は
京
都
に
住
む
息
子
の

と
こ
ろ
に
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

退
院
後
、
私
は
そ
の
方
は
ま
た

妻
と
二
人
で
暮
ら
し
て
い
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
妻
は
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
息

子
の
と
こ
ろ
を
離
れ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
し
か
し
息
子
は
二
人
も
一

緒
に
引
き
取
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
夫
は
施
設
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
し
、
今
の
よ
う
に
医
療
と
介

護
が
連
携
で
き
て
い
れ
ば
、
こ
の

夫
婦
は
、
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
ず
に

す
ん
だ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

在
宅
治
療
で
寿
命
が
延
び
て

　

ガ
ン
で
余
命
数
か
月
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
入
院
で
は
な
く

在
宅
治
療
を
選
び
、
そ
の
結
果
、

余
命
以
上
長
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
、
最
期
を
迎
え
る
ま
で
の
間
、

家
族
と
お
別
れ
の
と
き
を
十
分
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
患
者
も
い

ま
し
た
。

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

　

平
成
17
年
か
ら
診
療
所
の
常
勤

医
師
は
私
だ
け
と
な
り
、
精
神
的

に
も
身
体
的
に
も
大
変
で
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
私
は
「
慢

性
硬
膜
下
血
腫
」
で
倒
れ
、
一
時

は
生
死
を
さ
ま
よ
い
ま
し
た
。

　

な
ん
と
か
一
命
を
取
り
と
め
、

そ
の
後
診
療
所
に
復
帰
し
ま
し
た

が
、
私
の
体
調
を
気
遣
い
、
患
者

が
自
然
と
夜
間
診
療
な
ど
を
控
え

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
初
め
て
「
私
は
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
医
師
と
し
て

働
け
て
い
る
」と
感
じ
た
の
で
す
。

相
互
の
信
頼
が
大
切

　

今
の
医
療
現
場
で
は
、
患
者
側

は
「
何
か
あ
っ
た
ら
訴
え
て
や

る
」、
医
療
側
は
自
分
た
ち
を
守

る
手
立
て
に
走
る
と
い
う
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
で
は
医
療
は
良

く
な
り
ま
せ
ん
。
患
者
や
地
域
と

の
相
互
信
頼
が
、
医
療
で
は
大
切

な
の
で
す
。

中村　伸一 氏
おおい町国保名田庄診療所　所長
自治医科大学地域医療学臨床教授
旧三国町出身。平成元年に自治医科
大学を卒業後、福井県立病院に勤務
するが、同３年に国保名田庄診療所
に赴任。5年間勤務した後、福井県立
病院に戻るが、同10年、再び国保名
田庄診療所に所長として戻り、現在
に至る。
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恐竜化石発掘日本一・恐竜化石発掘日本一・
恐竜渓谷ふくい・恐竜渓谷ふくい・
かつやまフェアかつやまフェア

開催される！

　横浜市のパシフィコ横浜を会場に、夏休み期
間中開催される「ヨコハマ2012恐竜展」にお
いて、7月20日から7月29日まで勝山市をＰＲ
するブースが設置され、「恐竜化石発掘日本一・
恐竜渓谷ふくい・かつやまフェア」が開催され
ました。

　

延
べ
4
3
3
人
が
協
力

　
「
か
つ
や
ま
フ
ェ
ア
」
に
は
、

市
内
事
業
所
、
各
種
団
体
等
で
構

成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
か
ら
、
準

備
期
間
を
含
む
13
日
間
で
延
べ

4
3
3
人
が
参
加
し
、
運
営
を
行

い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、「
勝
ち
山
お
ろ
し

そ
ば
」
を
は
じ
め
と
す
る
飲
食

ブ
ー
ス
、
市
内
の
お
土
産
品
や

グ
ッ
ズ
、農
産
物
の
販
売
ブ
ー
ス
、

化
石
発
掘
体
験
と
手
織
り
コ
ー
ス

タ
ー
の
体
験
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

10
日
間
の
恐
竜
展
入
場
者
数
は

2
万
7
7
4
7
人
で
、
勝
ち
山
お

ろ
し
そ
ば
は
2
2
6
7
杯
、
お
土

産
品
は
1
2
4
万
5
5
9
0
円
、

農
産
物
は
27
万
8
8
0
0
円
を
売

り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
化
石
発
掘
体
験
に
は

9
1
9
人
、
手
織
り
体
験
に
は

8
8
0
人
、
会
場
内
で
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
に
は
6
6
0
0
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

①中尾彬夫妻から激励 ②そば連と麺類
組合による手打ちそば実演 ③お土産品、
グッズの販売 ④化石発掘体験コーナー 
⑤恐竜GAOバーガー、恐竜弁当、ジャー
ジ牛乳ジェラート、勝山産米塩むすび
の販売、⑥手織りコースター体験 ⑦ス
タンプラリー ⑧農産物販売（米、トマト、
里芋、麦茶等） ⑨スタンプラリーの抽選・
景品引換

①①

勝山の紹介パネル勝山の紹介パネル

開幕記念テープカット開幕記念テープカット

③③

⑤⑤

⑧⑧

②②

④④

⑦⑦⑥⑥

⑨⑨
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今後の中国との交流について
～中国視察を終えて～

7月１日から８日まで、山岸市長と松村市議会議長が中国の河
か
南
なん
省
しょう
洛
らくよう
陽市

し
、浙
せっ
江
こう
省
しょう
杭
こう

州
しゅう
市
し
・麗
れいすい
水市

し
、上
しゃんはい
海市

し
を視察しました。友好交流推進と小学校単位での交流、観光客

の誘致など、今後の各種交流についての山岸市長の考え方をまとめました。

洛陽市との交流再開

麗水市との交流推進

中国からの観光誘客推進

学校間交流の推進
• 越前大仏のモデルである龍

りゅう
門
もん
石
せっくつ
窟、白山平泉

寺の語源ともいえる洛陽平
へいりん
泉との縁から、両

市の交流を再開
•洛陽市の牡丹まつりへ訪問団派遣を検討
• 両市交流のシンボルである昭和町の牡丹公園
の牡丹の再植樹

• 福井県と提携している浙江省の仲介により、麗水市との友好提携締結の準
備を進める
• 環境保護、恵まれた自然景観、伝統文化の継承など、両市の共通したまち
づくりの考え方を基礎とした提携を目指す

•上海市や杭州市など、中国沿海部地域からの観光客誘致に向けて研究を進める
• 古い歴史を誇る洛陽市と、美しい自然環境に恵まれた麗水市との友好交流を、勝山市のインバウンド
観光誘客に向けた資源として活用する
• これにより台湾や香港、さらには国内からの観光客誘致を目指す

• 杭州市文
ぶんりゅうこう
龍巷小学校とバドミントン交流

• 麗水市遂
ずい
昌
しょう
県
けん
実
じっけん
験小学校と伝統芸能の継承、

環境教育をテーマにした交流
• 勝山市全体の小学生が参加できる交流
•インターネット等を通じた情報交換

洛陽市副市長を表敬訪問

麗水市副市長を表敬訪問

文龍港小学校のバドミントン練習風景

　

7
月
1
日
か
ら
8
日
間
、

山
岸
市
長
が
中
国
を
訪
問
し

ま
し
た
。
中
国
洛
陽
市
と
の

交
流
再
開
や
、
学
校
間
の
交

流
な
ど
、
今
後
の
中
国
と
の

交
流
に
つ
い
て
考
え
を
お
話

し
ま
す
。

と　

き

と　

き

　

８
月
29
日
（
水
）

午
後
7
時
〜
9
時

と
こ
ろ

と
こ
ろ

　

す
こ
や
か

多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

テ
ー
マ

　

中
国
洛
陽
市
・

　
　

杭
州
市
・
麗
水
市

視
察
報
告

※
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム
完
備

問　

未
来
創
造
課

　
　
　
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5

市
長
と
な
ん
で
も

市
長
と
な
ん
で
も

語
ろ
う
会

語
ろ
う
会
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ブ
ル
ー
ス
シ
ン
ガ
ー
の
素
敵
な

歌
と
お
い
し
い
お
酒
で
、
夏
の
夜

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き
▼
8
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

開
演　

午
後
6
時
30
分

と
こ
ろ
▼
大
清
水
公
園

主　

催
▼
う
し
ろ
ま
ち
繁
栄
会

チ
ケ
ッ
ト
▼
3
0
0
0
円

　
　
　
　
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

問　

う
し
ろ
ま
ち
繁
栄
会

0
9
0
‐
2
3
7
7
‐
1
8
5
4

（
亀
井
）

と　

き
▼
８
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
45
分
〜
９
時

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か多

目
的
ホ
ー
ル

内　

容
▼

• 

少
年
の
主
張

　
（
各
中
学
校
の
代
表
者
が
発
表
）

• 

講　

演

演 

題
▼
『
安
心 

満
足 

希
望

　
　
　
　
　

そ
し
て
開
か
れ
た

主
体
性
へ
』

〜
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
育
み
〜

講 

師
▼
福
井
県
医
療
生
活
協
同

組
合
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

熊
谷　

香
菜
江　

氏

• 

「
あ
な
た
が
も
ら
っ
た　

い
い

言
葉
」
優
秀
作
品
発
表

問 　

青
少
年
育
成
勝
山
市
民
会
議

事
務
局
（
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
） 

☎
87
‐
０
１
０
１

名
古
屋
大
学
交
響
楽
団
と
は

　

名
古
屋
大
学
文
化
サ
ー
ク
ル
連

盟
に
所
属
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
。
名
古
屋
大
学
ま
た
は

そ
の
近
辺
の
大
学
生
約
１
５
０
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

と　

き
▼
８
月
22
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

演 

奏
曲
▼
「
軽
騎
兵
」
序
曲
、「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」
メ
ド
レ
ー
、

交
響
詩「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」

※ 

演
奏
の
他
に
、
指
揮
者
体
験
や

楽
器
演
奏
体
験
が
あ
り
ま
す

費　

用
▼
無
料
（
要
整
理
券
）

※ 

入
場
整
理
券
は
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ

テ
ル
で
配
布
し
て
い
ま
す

問 　

勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル

☎
88
‐
２
１
１
０

　

楽
し
い
落
語
を
聞
い
て
、
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ

う
。

と　

き
▼
８
月
27
日
（
月
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か多

目
的
ホ
ー
ル

内　

容
▼
落
語
と
講
演

演　

目
▼
オ
ン
ナ
ガ
ク
チ
ョ
ウ

講　

師
▼
は
や
お
き
亭
貞
九
郎
氏

（
落
語
家
）

そ 

の
他
▼
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム
を

設
置
し
ま
す

※
聴
講
無
料
、
申
込
不
要

問 　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

各種

案
内
案
内

イ

ベ

ン

ト

木き

村む
ら

充あ
つ

揮き

星
空
歌
ラ
イ
ブ

平
成
24
年
度

勝
山
市
青
少
年

健
全
育
成
推
進
大
会

名
古
屋
大
学
交
響
楽
団

ふ
れ
あ
いコ

ン
サ
ー
ト

勝
山
市
男
女
共
同
参
画

「
夕
涼
み
講
座
」

笑
い
で
考
え
る男

と
女

木村 充揮 氏

はやおき亭　貞九郎 氏

グ
ラ
ン
フ
ォ
ン
ド
福
井
と
は

　

速
さ
を
競
う
も
の
で
は
な
く
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
長
距
離
を

楽
し
み
な
が
ら
走
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
県
内
最
大
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
。

と　

き
▼
９
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト　

午
前
６
時

と
こ
ろ
▼
奥
越
地
域
一
円

対　

象
▼
中
学
生
以
上

コ
ー
ス
▼

　

①
チ
ョ
イ
グ
ラ
（
約
50
㎞
）

　

②
マ
ジ
グ
ラ
（
約
１
０
０
㎞
）

　

③
メ
ガ
グ
ラ
（
約
１
５
０
㎞
）

　

※
現
在
、
関
係
機
関
と
調
整
中

費　

用
▼
６
０
０
０
円

※ 

保
険
等
は
各
自
で
加
入
し
て
く

だ
さ
い

※ 

大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す

・
問　

グ
ラ
ン
フ
ォ
ン
ド

実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
）

０
８
０
‐
２
９
５
７
‐
１
３
３
９

（
桝
家
、
高
柳
）

グ
ラ
ン
フ
ォ
ン
ド
福
井

参
加
者
募
集
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大
正
12
年
9
月
1
日
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
に
ち
な
ん
で
、
毎

年
９
月
１
日
を
「
防
災
の
日
」、

ま
た
防
災
の
日
を
含
む
１
週
間
を

「
防
災
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
今
年

の
豪
雨
な
ど
、
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
の
日

を
前
に
、
改
め
て
防
災
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
家
庭
で
で
き
る
こ
と

• 

懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
非

常
持
出
品
を
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に

入
れ
て
お
く

• 

非
常
食
や
水
な
ど
の
備
蓄
品

は
、
古
く
な
ら
な
い
よ
う
に
定

期
的
に
入
れ
替
え
る

• 

地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
家

具
や
家
電
が
転
倒
し
な
い
よ
う

に
固
定
し
て
お
く

• 

避
難
場
所
や
避
難
場
所
へ
の
道

順
、
お
互
い
の
連
絡
方
法
な
ど

を
家
族
で
確
認
し
て
お
く

◆
市
の
対
応

　

災
害
な
ど
の
情
報
は
、
防
災
行

政
無
線
や
緊
急
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

で
伝
達
し
ま
す
（
防
災
行
政
無
線

は
市
内
30
か
所
に
設
置
し
て
お

「
防
災
の
日
」

「
防
災
の
日
」
を
考
え
よ
う

を
考
え
よ
う

り
、
今
年
度
新
た
に
11
基
増
設
予

定
）。
な
お
、
土
砂
災
害
・
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
地
震
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
防
災
士
向
け

の
研
修
を
開
催
し
、
防
災
士
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
地
区
で
の
自
主
防

災
組
織
設
立
を
支
援
し
、
小
学
生

へ
の
防
災
出
前
講
座
も
実
施
し
ま

す
。（
各
地
区
等
で
防
災
出
前
講

座
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
総
務

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

「関西学院大学アカデミー「関西学院大学アカデミー
2012」開催2012」開催

　勝山市は、福井工業大学、福井県立大学看護福祉学部および関西学院大学と官学間の連携を図っています。
　今年度は、大学ごとに学校紹介や講演会、音楽活動発表などを組み合わせた「大学アカデミー」を開催
します。

◆講演会（午後１時～３時）※市民大学特別企画講座として、１単位認定します
ルーズ＆ノーウィン（勝ちはなし）の防災にどう立ち向かうか
　　　～ゼロリスクと未曾有の間で立ちすくむ私たち～
会　場▶第１会議室（３階）
講　師▶山中 茂樹 氏（関西学院大学災害復興制度研究所主任研究員）
プロフィール： 国の「首都直下地震の復興対策のあり方に関する検討会」

委員などを歴任。日本災害復興学会理事、大規模災害対
策研究機構副理事長、減災・復興支援機構副理事長。

◆関西学院大学紹介展示
期　間▶８月20日（月）～ 24日（金）　※26日は市民会館１階ロビーで展示します
会　場▶市役所１階ロビー

◆応援団総部吹奏楽部ファミリーコンサート
　（開場：午後4時30分／開演：午後5時）
　創部56年を迎えた伝統ある吹奏楽部で、関西大会で金賞を受
賞するなど実績も豊富。市内中学校の吹奏楽部や、かつやまの
音楽家のたまごたちとの共演もあります。
会　場▶大ホール
※ 要入場整理券（無料。整理券は市役所、各公民館、各児童セ
ンター、市民活動センターで配布しています）

問　未来創造課（市役所2階）☎88-1115

8/26日
勝山市民会館
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陸前高田市と南相馬市から小学生を受入
勝山の自然の中で交流と体験
■７月28日～8月４日　東山いこいの森ほか 昔

な
が
ら
の
炭
焼
き
体
験

炭
焼
き
窯
か
ら
炭
出
し

■
７
月
13
日　

荒
土
町
新
道
区

福
井
国
体
開
催
に
向
け
て

ク
レ
ー
射
撃
場
視
察

■
７
月
25
日　

市
役
所
他

　荒土小学校５年生10名が、６月28日に
炭焼き窯に入れた原木を取り出す、炭出
し作業を手伝いました。

　2018年福井国体で、勝山市で開催され
るクレー射撃の会場等について、日本ク
レー射撃協会の正式視察がありました。
市役所での概要説明の後、野向町牛ケ谷
の県立クレー射撃場を視察しました。

　7月28日から４日間、岩手県陸前高田市から小学
生４名を、８月１日から４日間、福島県南相馬市か
ら小学生８名を受け入れました。平泉寺・野向・村
岡小学校の児童と交流し、キャンプやカヌー体験な
どを楽しみました。
写真上：陸前高田市の子どもたち（魚つかみ）
写真下：南相馬市の子どもたち（カヌー体験）

コミュニティ助成事業で
地区活動備品を整備

　大袋区では、宝くじの社会貢献広報事業であ
る（財）自治総合センター「コミュニティ助成
事業」の助成を受けて、除雪機や掲示板等を整
備しました。

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

お
盆
の
開
館
時
間
短
縮

　

８
月
14
日
（
火
）・
15
日
（
水
）

は
、
開
館
時
間
を
短
縮
し
ま
す
。

16
日
（
木
）
か
ら
は
通
常
ど
お
り

と
な
り
ま
す
。

※
８
月
13
日
（
月
）
は
定
休
日

開
館
時
間
▼
午
後
１
時
〜
５
時

（
通
常
は
午
後
９
時
30
分
ま
で
）

問　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
教
育
会
館
１
階
）

☎
88
‐
８
１
１
４

市職員採用試験の
申込締切が迫っています

申込締切▶8月15日（水）午後5時15分
　※ 詳しくは広報かつやま7月号または市の
ホームページをご覧ください
・問　総務課（市役所2階）☎88-1113

広報かつやま8月号 №693 　　 8

電
車
・
バ
ス
に
乗
ろ
っ
さ

電
車
・
バ
ス
に
乗
ろ
っ
さ
♪♪

〜
平
成
23
年
度
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
・

路
線
バ
ス
利
用
実
績
〜

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
利
用
実
績

　

昨
年
度
の
利
用
者
数
は
３
２
３

万
人
で
、
一
昨
年
よ
り
８
万
人
以

上
の
増
加
と
な
り
、
開
業
以
来
最

大
の
利
用
者
数
と
な
り
ま
し
た

（
図
１
参
照
）。

　

し
か
し
、
市
内
の
駅
お
よ
び
小

舟
渡
駅
で
の
利
用
者
数
は
昨
年
度

よ
り
５
０
０
０
人
減
少
し
、
15
万

人
を
割
り
ま
し
た
。

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
助
成
制
度

　

電
車
は
、
マ
イ
カ
ー
と
比
べ
て

人
ひ
と
り
を
運
ぶ
の
に
発
生
す
る

二
酸
化
炭
素
の
量
が
約
９
分
の
１

で
す
む
な
ど
、「
地
球
に
や
さ
し

い
乗
り
物
」
で
す
。

　

市
で
は
、
利
用
促
進
の
た
め
に

様
々
な
助
成
制
度
を
設
け
て
お
り

（
表
１
参
照
）、
通
勤
や
通
学
で
電

車
を
日
常
的
に
利
用
さ
れ
る
方
も

増
え
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
現
状

　

現
在
、市
内
に
は
広
域
路
線（
勝

山
大
野
線
）１
路
線
、市
内
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
２
路
線
、
市
内
乗
合

タ
ク
シ
ー
８
路
線
、
市
内
観
光 

バ
ス
２
路
線
の
計
13
路
線
の
バ
ス

が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

広
域
路
線
（
医
大
線
等
）
や
民

間
路
線
の
廃
止
に
伴
い
、
市
内
路

線
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
化
な
ど
を
進

め
ま
し
た
が
、
利
用
者
は
年
々
減

少
し
て
お
り
、
運
行
に
必
要
な
行

政
の
負
担
も
増
え
て
い
ま
す
（
図

２
参
照
）。

　
運
転
免
許
証
を

　
　
　

自
主
返
納
す
る
と

　

市
で
は
、
運
転
免
許
証
を
有
効

期
限
内
に
自
主
返
納
さ
れ
た
高
齢

者
に
対
し
て
、
次
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
バ
ス
の
無
料
乗
車
券
の
交
付

② 

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
無
料
交
付

　

通
勤
・
通
学
、
通
院
や
お
買
い

物
な
ど
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
電
車
や

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４ 

表１　えちぜん鉄道の助成制度
種　　類 割引率 補　助　対　象

通学定期券（1か月） 5%
•勝山市民
•市内に通勤、通学される方
• 市内の駅または小舟渡駅、
越前竹原駅で乗降される方

〃（3か月、6か月） 10%

通勤定期券 5%

回数券 10%

団体利用 41%

• 勝山市民15人以上で構成
される団体
※ 勝山駅で乗車券を購入し、市
内の駅または小舟渡駅、越前
竹原駅で乗降される場合

えちてつサポーターズクラブ
会員申込み受付中！

年会費▶1,000円/人　※会員の同居家族は年会費が半額
主な特典▶普通運賃が1割引
　※ゴールド会員（65歳以上）は2割引
申込先▶最寄りの有人駅、市役所、各公民館など

問　えちてつサポーターズクラブ事務局
☎0776-52-8830

親子で行く
えち鉄電車基地見学・運転士体験

と　き▶８月26日（日）・28日（火）
　詳しくは、市のホームページまたは広報
かつやま７月お知らせ版をご覧ください
問　環境政策課（市役所２階）
　　☎88-8104

図1　えちぜん鉄道利用者推移

図２　バス利用者・行政負担額推移
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勝
山
藩
も洋

式
大
砲
を
造
っ
て
い
た

（142）

　

十
数
年
前
、
襖ふ
す
まの
裏
貼
り
に
さ
れ
て
い

た
勝
山
藩
の
貴
重
な
文
書
が
百
枚
ば
か
り

見
つ
か
っ
た
。
そ
の
一
枚
（
表
紙
）
に
「
嘉

永
四
辛
亥
（
一
八
五
一
）
年
四
月
よ
り
西

洋
流
三
貫
目
忽こ
つ
ば
く
（
砲
）
壱い
っ
ち
ょ
う挺・
百
五
拾

目
野
戦
熕こ
う

壱
挺
、
百
目
自
在
炮ほ
う

壱
挺
、

鋳い
た
て立
並
び
に
台
車
・
鉄
具
共
諸
入
用
勘
定

帳　

木
原
作
」
と
あ
り
、
梅う
め

田だ

伝で
ん

兵べ

衛え

が

金
八
拾
六
両
弐
歩
弐
朱
と
銀
弐
匁
三
分
を

献
上
し
、
町
源
右
衛
門
が
金
三
十
五
両
と

銀
百
三
匁
壱
分
八
厘
を
献
上
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　

幕
末
に
は
、
ロ
シ
ア
の
使
節
レ
ザ
ノ
フ

（
一
八
〇
四
）
や
イ
ギ
リ
ス
船
フ
ェ
ー
ト

ン
号
（
一
八
〇
八
）
の
騒
ぎ
か
ら
外
国
船

打
払
令
が
出
さ
れ
、
幕
府
や
諸
藩
の
動
き

の
中
で
、
勝
山
藩
も
洋
式
大
砲
鋳
造
に
踏

み
切
っ
た
の
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

で
、
九
月
八
日
に
は
鋳
立
を
命
じ
ら
れ
た

こ
と
が
「
脇
屋
家
家か

ふ譜
」
に
見
ら
れ
る
。

先
の
諸
入
用
勘
定
帳
に
よ
っ
て
、
資
金
や

資
材
の
手
当
、
鋳
造
作
業
の
内
容
が
具
体

的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
勘
定
帳

の
末
尾
に
は
、
同
五
年
七
月
七
日
に
野
戦

熕
一
挺
・
自
在
炮
一
挺
、三
貫
目
忽
ば
く（
砲
）

（
ホ
イ
ッ
ス
ル
砲
）
が
で
き
た
こ
と
も
記

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
大
砲

鋳
造
の
奉
行

は
脇わ
き

屋や

右う

馬め

之の

助す
け

で
、
実
際
の

鋳
造
の
技
術
指

導
と
監
督
に
当

た
っ
た
の
は
、

波は

多た

野の

季す
え

雄お

・

野の

尻じ
り

和わ

助す
け

で

あ
っ
た
。
こ
の

二
人
は
同
三
年

二
月
、
大
野
藩
の
小お

形が
た

元も
と
す
け助
に
入
門
し
洋

式
砲
術
を
学
ん
で
い
る
。
な
お
波
多
野
は
、

最
も
早
く
か
ら
西
洋
砲
術
を
取
り
入
れ
た

高
島
秋
帆
の
高
弟
下
曽
根
金
三
郎
に
学
ん

で
い
る
。
こ
の
指
導
の
も
と
に
、
鋳
造
に

は
後
町
鍛
冶
屋
小こ
ば
や
し林
安や
す

太だ

夫ゆ
う

が
当
た
り
、

台
車
な
ど
の
木
造
部
分
に
は
立
石
大
工
八や

百ほ

金
作
が
当
た
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
御
武
器

鍛
冶
・
御
武
器
大
工
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
大
砲
は
、
水
戸
天
狗
党

の
大
野
通
行（
一
八
六
四
）、慶
応
元
年（
一

八
六
五
）
の
第
二
次
長
州
出
兵
に
際
し
て

も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
委
員　

増
田
公
輔

「文化祭企画・
アイディア事典」

「金メダリスト
ものがたり」「定年待合室」

彩図社編集部／編
彩図社

マイケル・ハーレー／原著
ベースボール・マガジン社

江波戸　哲夫／著
潮出版社

中学・高校における文化祭のさまざまな装
飾アイディア、企画実現のためのノウハ
ウ、買い出しのヒントなどを具体的な手法
を中心に解説。実行委員が文化祭全体を
よりよくするための工夫、参加団体の企
画についても説明する。

長いオリンピックの歴史のなかで、いちば
ん多く金メダルを獲得した選手は誰だろ
う。いくつの金メダルをとったのだろう。
多くの金メダルにかがやく「ナイト」の称
号を得たメダリストたちの物語を、写真と
いっしょに紹介する。

経験も人脈も豊富な男たちは、それぞれの職
場で鬱屈を抱えていた。そして、かつての辣
腕たちに、ふたたび己を試す挑戦の場がめ
ぐってくる…。再起にかける男たちを描く経済
小説。『クレームの迷路』『埴輪の営業マン』　
『売れ残った城』『人の住む郷』など。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書

大砲鋳造・火薬製造に関する文書（乾一與氏所蔵）

フライデータイム開催中！フライデータイム開催中！
夏休み期間中、毎週金曜日は延長開館しています。
　開 館 日　8/3、10、17、24、31
　開館時間　9:30 ～ 19:30
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今
年
も
発
見
！

今
年
も
発
見
！

　

赤
と
ん
ぼ
（
ア
キ
ア
カ
ネ
）
の

　

赤
と
ん
ぼ
（
ア
キ
ア
カ
ネ
）
の

移
動
ル
ー
ト
確
認
さ
れ
る

移
動
ル
ー
ト
確
認
さ
れ
る

　
　
　

国
内
で
２
例
目　

貴
重
な
発
見

　

６
月
か
ら
市
内
小
学
校
児
童
と
市
民
調
査

員
合
わ
せ
て
約
4
0
0
人
が
参
加
し
、
赤
と

ん
ぼ
に
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
こ
と
で
そ
の
移
動

ル
ー
ト
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
赤
兎
山
山
頂
付
近
で
翅は
ね

に
マ
ー
キ

ン
グ
さ
れ
た
赤
と
ん
ぼ
（
ア
キ
ア
カ
ネ
）
１

個
体
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
の
調
査
に
続
い
て
国
内
２

例
目
で
、
昨
年
の
発
見
場
所
で
あ
る
法
恩
寺

山
山
頂
よ
り
も
、
さ
ら
に
距
離
の
離
れ
た
地

点
で
の
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

発
見
の
状
況
な
ど

●
発
見
者　
　

荒
土
小
学
校　

大
塚
教
諭

●
発
見
日　
　

７
月
16
日
（
月
・
祝
）

●
発
見
場
所　

赤
兎
山
山
頂
付
近

● 

発
見
時
の
様
子　

山
頂
で
60
匹
の
赤
と
ん

ぼ
に
確
認
と
マ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い

て
、
そ
の
中
の
1
匹
に
マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ

て
い
る
も
の
を
発
見
し
た

● 
発
見
さ
れ
た
赤
と
ん
ぼ　

左
翅
に
黄
色
で

小
さ
な
○
が
マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
た

● 

マ
ー
キ
ン
グ
の
色
と
位
置
か
ら
、
６
月
18

日
〜
22
日
の
間
に
三
室
小
学
校
で
マ
ー
キ

ン
グ
さ
れ
た
も
の
と
確
認
で
き
る

発
見
の
意
義

● 

平
地
か
ら
高
度
1
0
0
0
m
以
上
の
山
地

へ
の
ア
キ
ア
カ
ネ
の
移
動
確
認
は
、
全
国

で
２
例
目

● 

昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
マ
ー
ク
し
た
地
点
か

ら
遠
距
離
、
か
つ
高
地
で
の
再
捕
獲

● 

小
学
生
が
捕
獲
・
マ
ー
キ
ン
グ
し
た
ア
キ

ア
カ
ネ
を
、
教
員
が
発
見
し
た
と
い
う
連

携
● 

市
民
4
0
0
人
体
制
で
行
っ
た
調
査
で

の
、
一
つ
の
大
き
な
成
果

守
る
べ
き
自
然
環
境

　

今
回
の
発
見
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
賜
物
で
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
勝
山
市
で
は
当
た

り
前
の
赤
と
ん
ぼ
の
舞
う
風
景
が
、
実
は
と

て
も
貴
重
な
自
然
環
境
で
あ
る
こ
と
、ま
た
、

後
世
へ
残
す
た
め
に
、
守
る
べ
き
自
然
で
あ

る
こ
と
を
、
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。 捕獲された赤とんぼ

赤丸の中がマーキング箇所

毎
年
、
野
向
町
区
長
会
主
催
で
行
わ

れ
て
い
る
越
前
甲
登
山
。
今
年
は
7
月
22

日
（
日
）
に
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら

1
0
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

越
前
甲
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
と
は

　

今
年
度
か
ら
エ
コ
協
に
参
加
さ
れ
て
い

る
「
越
前
甲
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
は
、
越

前
甲
か
ら
流
れ
落
ち
る
名
勝
「
八
反
滝
」

ま
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
や
国

道
4
1
6
号
の
開
通
を
視
野
に
入
れ
た
周

辺
整
備
を
行
い
、
歴
史
あ
る
野
向
町
の
魅

力
の
再
発
見
を
目
指
す
団
体
と
し
て
設
立

さ
れ
、
今
年
度
の
わ
が
ま
ち
魅
力
醸
成
事

業
の
助
成
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
今
回
の
登
山
開
催
に
合

わ
せ
て「
八
反
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、
雪

崩
を
回
避
す
る
た
め
に
斜
面
を
削
る
よ
う

な
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。
足
元

は
ス
ニ
ー
カ
ー
で

歩
い
て
も
大
丈
夫

な
く
ら
い
で
、
登

山
道
か
ら
数
分
で

八
反
滝
を
近
く
ま

で
見
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

越
前
甲
登
山
の
様
子

　

こ
の
日
の
八
反
滝
は
、
前
日
の
大
雨
で

水
量
が
あ
り
、
約
20
メ
ー
ト
ル
を
落
下
す

る
姿
は
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
八
反
滝
を
見
た
後
、
登
山
道

に
再
び
戻
り
、
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

登
山
道
は
雨
の
翌
日
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
時
に
は
ロ
ー
プ
に
掴
ま
る
な
ど
、
滑

ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
が
ら
登
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

約
2
時
間
で
山
頂
に
着
き
ま
し
た
。
山

頂
で
は
、
ガ
ス
の
晴
れ
間
か
ら
少
し
だ
け

市
内
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
展
開

　

同
ク
ラ
ブ
と
野
向
町
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案

内
看
板
の
設
置
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
推
進
委
員
会
は
、
夏
祭
り
の

際
に
9
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
の
野
向
町
活
性

交
流
セ
ン
タ
ー
「
の
む
き
風
の
郷
」
の

P
R
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

広
報
委
員
長　

小
玉　

理
恵

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

 

（
☎
88
‐
1
1
1
5
）

越
前
甲
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
が

八
反
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

整
備


